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道路等のインフラの整備が遅れています。

８．遅れている部分（２）

道路延長 整備済延長 道路整備率
全国順位

奈良県 約２，１５４km 約７３７km 約３４% ４７位

国道（国管理） 約１７９km 約６６km 約３７% ４４位

国道（県管理） 約６８２km 約３３３km 約４９% ４４位

県道 約１，２９２km 約３３８km 約２６% ４７位

全国平均（国道＋県道） 約３，７５８km 約２，４２９km 約６１%

一般道路（国道＋県道）の道路整備率 全国第４７位

道路統計年報2023（令和4年3月31日時点）



９．道路整備の加速化について①

一定期間経過後は速やかに土地収用手
続きに着手するなど、計画的に用地買
収を行う 等

改革１：土地収用制度の積極的活用

調査業務の発注方法の見直しや調査体
制の強化を行う 等

改革２：埋蔵文化財調査の加速化

用地取得や工事に協力を得られるなど、
事業実施環境が整った区間へ予算の重点
化を行う 等

改革３：選択と集中による工事の加速化

立ち遅れた道路整備の加速化のため、計画的・効率的に事業を行い
ます。

文化財発掘調査(奈良市八条地区)
39

道路整備の加速化のための改革



９．道路整備の加速化について②
高速道路のミッシングリンクを解消します。

事業中

供用済

〈凡例〉
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京奈和自動車道の整備促進



▲路盤が損傷するメカニズムと補修イメージ
出典：国土交通省資料を元に奈良県編集

防草対策後防草対策前

▲雑草が生える隙間を無くすことで雑草のはみ出しを軽減させる

補修前 補修後

▲消えかけた区画線の修繕
出典：路面表示と交通安全（全国道路標識・標示業東京都協会）

大型車交通量の多い主要道路を中心に、
損傷度に応じた適切な県管理道路の舗
装修繕を実施

大型車交通量の多い道路を中心に、県
管理道路の区画線補修を実施(パトロー
ル発見箇所や通報箇所に加え、ドライ
ブレコーダー画像を用いて損傷具合を
確認し、区画線補修を実施)

・大型車交通量の多い主要道路を中心に、
県管理道路の雑草が生えない対策を実施
・観光地や危険箇所にも着目し、草刈り
などを実施

身近なツールで写真・位置を送信可能にするなど、利用者の通報しやすさを向上
また、ドライブレコーダーのデータを活用するなど、道路状況確認の効率化を図る

電話通報 SNSによる通報 パトロール 一般車両
＋ドライブレコーダーの活用

電話通報 パトロール

① 舗装の耐久性向上

④ 道路維持管理のＤＸ（異常箇所の早期発見）

③ 草刈りのメリハリ化（不快感の軽減）② 区画線の維持修繕（視認性の向上）

傷んだ路盤の放置は
早期破損の原因

損傷度に
応じて路盤
まで補修

９．道路整備の加速化について③

ならの道 リフレッシュ プロジェクト

道路の計画的な維持管理を行うことで、快適な道路空間を道路利用
者に提供できるよう、令和６～１０年度において「ならの道 リフ
レッシュ プロジェクト」を実施します。
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奈良県立医科大学新キャンパス
鳥瞰イメージ（北西側から）

10．医療提供体制の充実について①

42

奈良県立医科大学と西和医療センターの移転整備を行い、医療提供体
制の充実を推進します。



10．医療提供体制の充実について②

43

奈良県立医科大学



建設予定地（斑鳩町ＪＲ法隆寺駅南側地区）

○ 令和５年１２月に決定した、「ＪＲ法隆寺駅

南側地区」への移転建替に向けて、整備基本

計画の策定や用地取得に係る事前調査など

を行います。

○ 令和１３年頃の移転・開院を目指します。

R13頃

基
本
構
想
策
定

移
転
・
開
院

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9

整備基本計画策定 基本設計、実施設計

用地取得に係る
事前調査

10．医療提供体制の充実について③
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西和医療センターの移転整備
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11．「飛鳥・藤原の宮都」の世界遺産登録について①

令和６年９月９日に、国内推薦候補に選定されました。
今後、ユネスコへの推薦書提出、イコモスによる現地調査、イコモ
ス勧告など一つ一つのプロセスを国と共に進めていきます。

・令和５年７月４日、国内推薦候補の選定が見送り。
文化庁より、クリアすべき課題が示される。

・示された課題のうち保護措置の充実については、
世界遺産として必要な史跡の指定が、飛鳥宮跡はす
べて、藤原宮跡については約９８％の見込みが立っ
た。

・また、他にも課題をクリアすべく、関係省庁・関
係自治体等による連携体制の構築や、国際的な理解
を得るため、海外の専門家との対話を通じた説明ぶ
りの精査・充実等に取り組んできた。

・１年間の取組の成果が認められ、今年度、国内推
薦候補に選定されたことは、平成19年の世界遺産暫
定リスト掲載以来、長年に渡り取り組みを続けてき
た本協議会にとって大きな前進。
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今後のスケジュール

「飛鳥・藤原」の概要
中国大陸及び朝鮮半島との緊密な交流のもと、日本列島においてはじめて生まれ、後代にも文化
的影響を与えた古代国家の宮都の考古学的遺跡群等である。東アジアの古代国家形成期において、
中央集権体制が誕生・成立した過程を、２つの連続する時代の宮都の変遷から示すことができる
唯一無二の資産であり、人類にとって顕著な普遍的価値を持つ。

11．「飛鳥・藤原の宮都」の世界遺産登録について②



12．奈良県立民俗博物館の展示室一時休止について①

47R６.８.３０ 奈良新聞（朝刊）

R６.８.9 奈良新聞（朝刊）



所在地：大和郡山市矢田町５４５
（県立大和民俗公園内）

設立 ：昭和４９年１１月１０日
規模 ：建築面積 ４,６４２㎡

延床面積 ６,３５４㎡
地下１階、地上２階

構造 ：鉄筋コンクリート造

奈良県立民俗博物館は、26.6haに及ぶ広大な大和民俗公園内にあり、
奈良に暮らす人々が改良と工夫を重ねながら伝えてきた、大正から昭和初期の生活用具や
農具、国重要有形民俗文化財の「吉野林業用具と林産加工用具」などを、わかりやすく展示

外観 展示室

本館収蔵庫

奈良県立民俗博物館の概要

12 ．奈良県立民俗博物館の展示室一時休止について②
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○昭和49年（1974年）の開館時の資料は7,566点

○高度成長期における生活様式の急速な変化に伴い、様々な民具が消滅する危機感から、
積極的に資料を収集

○緊急避難的に中古プレハブを設置し、収蔵庫として活用
（昭和６３年（1988年）２棟、平成５年（1993年）１棟）

○平成11・１２年（1999・2000年）に博物館敷地内にプレハブ収蔵庫を１棟ずつ建築

○平成20年（2008年）に旧高田東高校、平成26年（2014年）に旧郡山土木事務所への
資料仮置きを開始、それに伴い中古プレハブを平成27年（2015年）に撤去

○平成24年（2012年）からは収集抑制を強化

収 集 の 経 緯 ①
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12 ．奈良県立民俗博物館の展示室一時休止について③



H12（2000）
プレハブ収蔵庫１棟建築

S49
（1974）

開館当初
７,５６６点

R6
（2024）

現在
約45,000点

H19
（2007）

約40,000点

S62
（1987）

約20,000点

H5
（1993）

約27,000点

H15
（2003）

約31,000点

H29
（2017）

約45,000点

H23
（2011）

約42,000点

S63（1988）
プレハブ収蔵庫（中古）２棟設置

H5（1993）
プレハブ収蔵庫（中古）１棟設置

H11（1999）
プレハブ収蔵庫１棟建築

H20（2008）
旧高田東高校
に資料仮置き

H26（2014）
旧郡山土木事務所

に資料仮置き

H27（2015）
プレハブ収蔵庫（中古）３棟撤去

→現在２棟

収集抑制強化
（H24）

H26（2015）
奈良の瓦作り用具（県指
定）を受入

収 集 の 経 緯 ②

12 ．奈良県立民俗博物館の展示室一時休止について④
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収蔵箇所 面積 点数

本館収蔵庫 720㎡ 24,000点

敷地内プレハブ 333㎡ 6,000点

旧郡山土木事務所 594㎡ 12,000点

旧高田東高校 2,028㎡ 3,000点

合 計 3,675㎡ 約45,000点

収 蔵 箇 所 の 状 況
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12 ．奈良県立民俗博物館の展示室一時休止について⑤



全国の博物館の約６割が
「ほぼ満杯もしくは入りきらない」状況

特に郷土系博物館は、総合博物館に次いで
その割合が高い。

全国の博物館の収蔵状況①

12 ．奈良県立民俗博物館の展示室一時休止について⑥
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【参照】 令和元年度 日本の博物館総合調査
（公益財団法人日本博物館協会）

全国の博物館の収蔵状況②
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12 ．奈良県立民俗博物館の展示室一時休止について⑦



都道府県 館名 収蔵状況 資料点数 備考

滋賀県立
琵琶湖博物館

H8開館
非公表

民  俗：約1１,５00点
その他：約7１5,３00点（※）
面積：872㎡

※登録数。その他は、動物、植物、歴
史、地学等
Ｒ２年度リニューアル

京都府立
丹後郷土資料館

S45開館
ほぼ満杯

民俗：約８，０００点
その他：約110,000点
面積：２００㎡

館外保管庫２、プレハブ４他にも保管
R8年度リニューアル予定

京都府立
山城郷土資料館

S57開館
ほぼ満杯

民 俗：約５,０00点
考古、歴史：約5６,０00点
面積：６５９㎡

大阪市立
大阪歴史博物館

H13開館
ほぼ満杯

民 俗：約７，４００点
その他：約１４０，５００点（※）
面積：２，１２６㎡

※その他は、歴史、芸能等

兵庫県立
歴史資料館
S58開館

ほぼ満杯
民 俗：約９，７００点
その他：約２７０，４００
面積：１,１７８㎡

高校空き校舎にも保管
Ｒ５年度リニューアル

和歌山県立
紀伊風土記の丘

S46開園
ほぼ満杯

民 俗：約7,000点
考 古：約50,000点
面積：２６５㎡

プレハブにも保管
Ｒ10年度リニューアル予定

近畿の民俗博物館の収蔵状況

12 ．奈良県立民俗博物館の展示室一時休止について⑧
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「博物館の収蔵スペース不足」という全国が先送りにしてきた共通の課題に、
奈良県が全国に先駆けて果敢に取り組み、

「民俗資料の収集・保存」の奈良モデルを策定し、実行する。

「民俗資料の収集・保存」の奈良モデルの内容

１．民俗資料のDX推進
２．専門家の協力を得て収集・保存ルールを策定
３．大学・博物館等やボランティアの協力を得て資料整理を促進
４．多様な主体による資料保存・活用
５．国への要望

今 後 の 方 向 性
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12 ．奈良県立民俗博物館の展示室一時休止について⑨



「民俗資料の収集・保存」奈良モデル
１．民俗資料のＤＸ推進

３Ｄ技術を積極的に導入し、デジタルアーカイブ化を促進

■民俗資料の３Ｄデジタルスキャン
■３Ｄデジタルアーカイブ化（３Ｄ画像と出自情報、材質情報等とのリンク）
■３Ｄデータを用いた調査、研究
■３Ｄデジタルアーカイブや収蔵庫の３Ｄマップのインターネット公開
■現物保存に替わる３Ｄデジタル保存の導入

今 後 の 方 向 性

12 ．奈良県立民俗博物館の展示室一時休止について⑩
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「民俗資料の収集・保存」奈良モデル
２．専門家の協力を得て収集・保存ルールを策定

（仮称）「民俗資料収集・保存方策検討委員会」を設置

構成
民俗学、博物館勤務経験者等の有識者で構成

設置目的
・民俗資料の収集基準の策定
・民俗資料の現物保存とデジタル保存の基準の策定
・民俗資料の除籍規定の策定
・民俗博物館の収集、保存、除籍の状況に関する審議

今 後 の 方 向 性
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12 ．奈良県立民俗博物館の展示室一時休止について⑪



「民俗資料の収集・保存」奈良モデル
３．大学・博物館等やボランティアの協力を得て資料整理を促進

①大学や博物館等との連携
・連携内容（想定）

今後の資料保存・活用の方法の協同研究（３Ｄデータや機器の共有化等）
文化財保存修復系の学生等による資料整理の補助の受入

②ボランティアの募集
・業務内容（想定）

データベースへの入力作業（民俗資料の写真撮影を含む。）
データベースと現物との照合作業

今 後 の 方 向 性

12 ．奈良県立民俗博物館の展示室一時休止について⑫
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「民俗資料の収集・保存」奈良モデル
４．多様な主体による資料保存・活用

民俗博物館で保存しないと判断された民俗資料は、市町村や民間等に譲渡し、
有効に活用

地域ぐるみで保存・活用
県内市町村で保存・展示
県内教育機関で保存・活用

民間で有効活用
全国のホテルや古民家レストランなどで民具を有効活用

今 後 の 方 向 性
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12 ．奈良県立民俗博物館の展示室一時休止について⑬



「民俗資料の収集・保存」奈良モデル
５．国への要望

①国庫補助金（文化庁）
・重要有形民俗文化財以外の民俗文化財も対象とした、収蔵スペース不足を解消するために
要する経費（収蔵庫の増改築に要する経費等）に対する国庫補助金の制度創出

・民俗文化財の調査に対する国庫補助金の予算確保
・博物館のＤＸ推進に対する国庫補助金の制度拡充、予算確保

②地方債（総務省）
・収蔵庫の増改築等の経費に充当する地方債（地域活性化事業債）に係る交付税算入率
（３０％）について、収蔵資料の整理と併せて行う場合にあっては拡大（５０％）

③全国共通の課題に対する助言と財政支援（文化庁）
・全国共通の課題である収蔵スペース不足への対応についての助言

今 後 の 方 向 性

12 ．奈良県立民俗博物館の展示室一時休止について⑭
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市町村等での
保存・展示を

検討

市町村等
への譲渡

希望者へ
の譲渡

譲渡先がな
い

民俗資料の
廃棄

（デジタル保
存済み）

民俗資料の
３Dデジタル
アーカイブ化
(デジタル保

存)

公募

照会

収集ルール
（※）内

保存
展示

譲渡先
なし

受入市町村
なし

※ Ｒ６～R７年度に策定予定

収集ルール
（※）外

・大きな破損あり

・大きな破損な
し

民間での
有効活用を

検討

現有の民俗資料の整理のプロセス（イメージ）
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12 ．奈良県立民俗博物館の展示室一時休止について⑮



敷地内プレハブ倉庫、旧高田東高校、旧郡山土木事務所に保管しているスペースを新たに確保する場合の想定費用

【建築費用】
約1,７00㎡（延床面積：テニスコート６．５面分）×約227,000円/㎡（※１）＝約3億9千万円

【設備費用】（※２）
資料保管のための空調設備＝約１億３千万円
資料保管のための棚設置＝約４千万円
資料移動のための人荷用エレベーター＝ 約４千万円
その他、基礎工事、配電、給排水管等＝約４千万円

【土地費用】
約1,５00㎡×約100,000円（※３）/㎡＝約１億５千万円

（建築費用＋設備費用＋土地費用）＋税＝合計：約８億７千万円

⇒県立高校の約５６カ所のトイレがピッカピカに！！
県立高校トイレピッカピカ５か年計画（３５３カ所）

※１ 鉄骨造構造・倉庫建設の場合の想定単価
※２ 国土交通省新営予算単価を参考
※３ 大和郡山市内の地価公示価格を参考

収蔵スペース不足を新築で解消する場合のコスト

12 ．奈良県立民俗博物館の展示室一時休止について⑯
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13．令和５年度予算の予算執行査定について
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－億円

執行の一旦停止を
５月８日付けで指示し
ていたもの

20プロジェクトのうち

15プロジェクト
全部執行中止 ３プロジェクト

一部執行中止 12プロジェクト

プロジェクト数 Ｒ５年度予算額 将来の総事業費

▲68.1億円

約▲4,730億円

・朱雀大路東側・平城宮跡南側の整備
・大規模広域防災拠点の整備
・国道168号のバイパス(五條市生子町～釜窪町)の整備
・大和西大寺駅高架化・近鉄奈良線移設
・リニア中央新幹線・関西国際空港接続線
・スポーツ拠点の整備（橿原運動公園・橿原公苑）

・まほろば健康パーク
・大和平野中央田園都市構想の拠点施設整備

川西町下永地区（テニスコート・食と農の施設等）
三宅町石見地区（工科大学・ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ支援施設等）
田原本町阪手北・西井上地区（球技専用スタジアム等）

※「第１」と重複のため

一旦停止をするか
どうか検討することと
していたもの

５プロジェクトのうち

３プロジェクト
全部執行中止 １プロジェクト

一部執行中止 ２プロジェクト

▲0.3億円 －

執行方法について
協議を要することと
していたもの

２プロジェクトのうち

１プロジェクト
全部執行中止 １プロジェクト

－

上記以外の事業に
ついて、費用対効果や
代替手段等の観点か
ら検証したもの

10事業 ▲5.1億円

・ＢＳ放送による奈良県魅力発信事業

・郡山総合庁舎浄化槽撤去工事

・果樹・薬草研究センター本館空調設備等改修

など

▲70億円
▲650億円
▲260億円
▲800億円

▲1,900億円
▲430億円
▲40億円

▲580億円
▲120億円
▲320億円
▲140億円

知事就任後、直ちに取り組んだ令和５年度当初予算の執行査定によ
り、大型公共事業等を見直しました。

事業の全部又は一部の執行を中止するもの



最も重要な知事の職責は、正しい判断を下すこと

そのために……

・自らの判断基準を持ち、そこからぶれない。

・古今東西の歴史に学ぶ。

・国・他府県・市町村の動向、制度、法令等について最新の

情報を収集する。

・職員や議員と十分な協議をし、合意形成する。

・世論、マスコミ、議会の反応を正しく予測する。

14．知事の仕事
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15．山下県政への評価
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限りない可能性を最大限に引き出すために
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ご清聴ありがとうございました。


